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1．はじめに 
	 本稿では、1970年代以降、石油への依存を高めるアメリ
カ合衆国アラスカ州において、先住民社会が生業活動を継

続させるための取り組みをどのようにおこなっているかに

ついて報告する。本稿でおもに扱うのは、アラスカ北部と

カナダを伝統的テリトリーとするグィッチンの人々（とく

にアラスカ側）とカリブーの関係であるが、必要に応じて

他の先住民社会の事例も引き合いに出すこととする。 
	 議論の流れとしては、まず、グィッチンの人々によるカ

リブーの狩猟方法について、過去と現在の比較を交えなが

ら紹介する（第 2 章）。次に北極圏国立野生生物保護区
（Arctic National Wildlife Refuge、以下、頭文字をとって
ANWRと表記する）の 1002地区で計画されている石油開
発に対する反対運動を取り上げる（第 3章）。グィッチン
の人々は、ANWRにおける石油開発がカリブーの繁殖に深
刻な影響を与えると考えており、みずからの文化的および

物理的生存を守るために反対運動を組織してきた。第 4章
では、伝統的な狩猟方法であったカリブー柵の作り方を学

び直すための取り組みに言及する。第 5章では、アラスカ
先住民社会における生業の再活性化を目指す動きを他にも

紹介した上で、石油経済の到来前から続くヨーロッパ系ア

メリカ人との交渉を経て、生業を柔軟に再編成してきた、

グィッチンの人々を含むアラスカ先住民が抱えるジレンマ

を取り上げる。詳しくは後述するが、そのジレンマとは、

石油開発が自然環境に深刻な被害を与える可能性が潜在的

に続く一方で、現在の状況下において、石油経済とまった

く関わりをもたずに生業活動を継続するのは 不可能とは
言わないまでもかなり難しいことだ。結論部では、このよ

うなジレンマを抱えながら、ポスト石油時代、むしろポス

ト白人時代に備えるように説く先住民社会は、アラスカの 
	

会内の言説を論じる。先に結論から言えば、一見、石油経

済にどっぷりと浸かっているように見えるアラスカ先住民

石油経済が潰える日が来る可能性に思いをめぐらし、次世

代に狩猟や漁撈の技術を伝えることで、その後の世界での

生き残りを目論んでいると主張する。	

	 本稿で紹介する民族誌データは、文献調査および著者の

現地調査で得られたものである。著者は、2012年から2017

年にかけて、グィッチンの集落であるアークティックビ

レッジとビーバー村で短期調査をこれまで4回おこなって

いる（図-1）。また、本稿では、グィッチン以外にもコユ

コン、ディチナニク、イヌピアットに言及するが、前二者

はグィッチンと同じく北方アサバスカ諸語を話す集団であ

り、近縁と言える。イヌピアットは異なった語族に属する。	

	

	

図-1	 調査地の位置（出典は文献1）	
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２．カリブー猟の今昔 
	 グィッチンの人々は、カリブー、ヘラジカ、水鳥、毛皮	

獣などの狩猟、サケ類、ホワイトフィッシュを対象とした	

漁撈を通じて生活に必要な資源を獲得してきたが、現在で	

は、生業活動をおこなう上で現金収入が必要不可欠なもの

となっている2)。というのも、現在の生業活動においては、

モーターボート、スノーモービル、バギーが移動手段とし

て利用されるが、これらを購入するのにも、燃料となるガ

ソリンを買うのにも現金が必要となる。狩猟具に関しても

同様のことが言える。ヨーロッパ系入植者との交渉が本格

化する以前には、弓矢、槍、銛、ダガー、漁網が自製され

ていた 3),4)が、今ではライフルや散弾銃、鋼鉄製の罠を利

用するのが一般的であり、これらの狩猟具や薬莢、散弾を

買うのに現金を入手しなければならない。北方狩猟民社会

を取り巻くこのような現代的な生活状況は、「混合経済」

と呼ばれてきた。これは文化人類学的な用法であり、自給

自足的な自然経済と貨幣をともなう現金経済が相互補完的

に混じり合っているという意味合いである。経済学におけ

る「混合経済」（計画経済と市場経済の混合）ではない。	

	 ここからはカリブーの狩猟方法の変化について紹介する。

20 世紀初頭にライフルがカリブーを狩る際の主要な狩猟

具となる前には、カリブー柵を用いた集団追い込み猟が

もっとも効果的な狩猟方法であった。繰り返し使うことを

想定された本格的なものの場合、	カリブーの動きを誘導

するための柵が数キロにわたって丘の中腹に続き、後半部

が狭くなっていく漏斗状（V字）の形をしていた。狩猟の
参加者はカリブーの群れに密かに近づき、オオカミのよう

な叫び声を上げたり、近くで火を起こしたりすることでカ

リブーを驚かせ、柵のあるところまで誘導した。カリブー

が狭くなっている箇所に入ると、人々が入り口のところに

立ち、カリブーが戻れないようにする。狭くなっている箇

所には、獣皮で作られたくくり罠が数多く仕掛けてあった。

首や角、鼻などに罠が引っかかって、カリブーが動けなく

なると、付近で隠れていた狩猟者が槍や弓矢で仕留める5)。	

	 カリブー柵には、それぞれ所有者が決められていた。本

格的なカリブー柵を作るときには 40〜50 名の助手が必要

であったという記録もあり、本格的なものは数家族、簡単

なものはひとつの家族で管理・利用されていた。追い込み

猟で手に入れたカリブー肉は狩猟に貢献した者たちに分配

された5)。	

	 グィッチンによるカリブー柵の利用は、20世紀初頭には

下火になっていった。おもな原因はヨーロッパ系の交易商

が持ちこんだライフルを使った狩猟が一般的になったこと	

であるが、カリブー柵が衰退する時期には地域差が見られ

る。アラスカ側にすむグィッチンの人々の間では、一般的

には 20 世紀の初めごろにはカリブー柵が利用されなく

なったとされるが、1920年代のカナダ側のグィッチン集落

では、薬莢の持ち合わせがなくなった若いグィッチンの狩

猟者や老人がカリブー柵を使っていたという記録がある 5)。	

	 ヨーロッパ系入植者との交易が盛んになると、グィッチ

ンの人々は、銃、鋼鉄製の罠、鉄製製品（斧、調理具など）

と引き換えに毛皮を提供するようになる。ピール川流域（カ

ナダ・ユーコン準州）のグィッチン社会を調査したリチャー

ド・スロボディンは、1940年代後半の冬期罠猟パーティに

おいて、数家族（25名）からなる罠猟集団が食料確保のた

めにカリブーやヘラジカの狩猟も並行しておこなっている

ことを指摘した 6)。カリブーの場合、二手に分かれた狩猟

集団が狭い谷間にカリブーの群れを追い込んだ後、ライフ

ルを用いて捕獲した。この事例は、混合経済化が進んでい

くグィッチン社会においても、過渡期的な状況のなかで、

カリブー柵を用いない集団猟が行われていたことを示して

いる。現在のカリブー猟が少人数でおこなわれることを考

えると、興味深い事例と言える。	

	 著者は2012年 8月にアークティックビレッジ（米国アラ

スカ州）のグィッチン狩猟者K氏と彼の家族（妻・次女）
とともにカリブー猟に同行した。イヌ2匹も連れていたが、

猟犬というよりも野営中の安全を確保するための番犬とし

ての役割を果たしていた。村から猟場までは四輪バギーを

移動手段として、数時間の道程である。猟場は森林地帯を

抜けた先にある丘であった。キャンプは森林地帯と丘の間

にある地点に設けた（図-2）。	

	

	

図-2	 キャンプの様子（2012年 8月著者撮影）	

	

	 翌日からホッキョクジリスの罠猟が始まる。K氏と私は
トラバサミを20個ほど背負い、ジリスの巣穴を見つけると

穴の入り口にトラバサミを設置していった。冬眠の準備に

忙しいジリスが巣穴から出入りする際にトラバサミに足を

つかまれ、動けなくなる。止め刺しのやり方は棒で鼻先を

殴って気絶させた後、心臓のあたりを探って、手で外側か

ら心臓の動脈を引き抜くというものだ。このジリスは解体

され、スープとなった。キャンプの間の食料源である。	
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	 3 日目、ジリスの罠を見回っているとき、カリブーの姿

が見えた。15頭ほどの群れが丘の稜線に沿って、歩みを進

め、次第に丘の反対側に向かって行く。K氏はライフルを
持って、丘を登っていき、丘の頂上付近で発砲した。丘の

反対側には湖があったのだが、その辺りで3頭のカリブー

を捕獲した。解体の途中、間食として足の骨髄と腱を生で

食した。カリブーの肉は四輪バギーを使って、キャンプま

で降ろした（図-3）。	

	

	

図-3	 カリブーの肉塊（2012年 8月著者撮影）	

	

	 過去と現在におけるカリブー猟のやり方を比較すると、

集団猟がおこなわれなくなり、個人もしくは少人数での銃

猟の比重が高くなったと言える。なお、弓矢を使っていた

時期およびライフルが導入された初期の時期にも、個人猟

はおこなわれていた。その場合、カリブーの毛皮で作った

衣服を身にまとった狩猟者がカリブーの蹄が立てる音を真

似する骨製もしくは木製の道具を使いながら、射程範囲に

入るまで近づいていったと言われている 3)。現在では、ラ

イフルの性能が上がり、遠くから狙うこともできるし、バ

ギーで肉の運搬も容易になった。また、肉の分配は今でも

重要なこととして見なされているが、冷凍庫があるので、

伝統的なやり方である薫製による干し肉作りよりも簡単に

保存ができる。これらの要素が重なりあって、集団猟から

個人猟へのシフトが生じていると考えられる。	

	

３．石油開発への反対運動 
	 アラスカの現代史を語る上で石油開発を欠かすことはで

きない。1968年、アラスカ北部のプルドー湾で石油が発見

されると、石油の採掘とパイプラインの敷設のため、当時

まだ曖昧なままになっていたアラスカ先住民の土地権を明

確にする必要性が高まった。連邦政府、州政府、おもだっ

た先住民の政治的リーダーが会合を重ねた末、1971年にア

ラスカ先住民権益請求処理法（Alaska Native Claims 
Settlement Act）が制定された。この法律により、アラスカ

先住民は、伝統的な民族分布に則った12（＋１）の地域会

社とその傘下にある200強の村会社に分かれ、各自の所属

会社が発行する一定量の株式を保有することとなった。地

域会社と村会社が補償金の受け皿となり、会社の経営によ

り上げた利益は、配当金として株式保有者に配分される。

なお、アラスカ先住民会社に配分された土地のうち、土地

の表層部にあたる部分については村会社が権利をもち、地

下に関しては地域会社が権利をもつとされた。1970年代に

は石油の生産が始まり、税収はアラスカ州全体を潤すこと

となった。	

	 グイッチンの人々にとっての転機は、1988 年に訪れた。

北方圏国立野生生物保護区（ANWR）の 1002 地区で石油
および天然ガスの開発計画が発表されたのだ。この場所は、

グィッチンの人々が重要視するポーキュパイン・カリブー

群の繁殖地であり、その地域で石油開発がおこなわれるこ

とでカリブー群の繁殖に深刻な影響が出る可能性が懸念さ

れた。ANWRは自然保護活動家にとっても保全の価値があ
るとされている地域であるため、グィッチンの人々は自然

保護活動家と協働しながら、国際的にも広く知られる反対

運動を組織してきた 2)。最近では、北極域の気候変動が世

界共通の課題として見なされるなかで、石油開発反対運動

の中心となる「グィッチン運営委員会」が「気候正義」

（climate justice）を運動に取り入れていることも注目を集
めている7)。	

	 この問題が複雑になるのは、カリブー群が移動する距離

が膨大であり、グィッチンの人々がカリブーを狩る場所（内

陸）とカリブーの繁殖地（沿岸）との間にはかなりの距離

があることだ。ANWRの 1002 地区にもっとも近い集落は
カクトヴィクであり、この地域はグィッチンとは別の民族

であるイヌピアットの伝統的テリトリーである。クジラや

アザラシなどの海獣狩猟に文化的に高い価値を与えている

イヌピアットの間では、陸上でおこなわれる ANWR の開
発案とは別に計画されている海底油田の開発に関して、捕

鯨者を中心に反対の声が根強い 8)。だが、そのかわりイヌ

ピアットは ANWR のような陸上の石油開発であれば許容
的であるという見方をする論者もいる 9),10)。	

	 現在でも ANWR の石油開発をめぐる問題は継続中であ
る。とりわけ民主党のバラック・オバマ前大統領はANWR
の石油開発に反対する立場を示しており、グィッチンの

人々の間でも彼の姿勢を評価する動きがあった。しかし、

2017年1月、エネルギー開発に積極的な姿勢を見せている、

共和党のドナルド・トランプ氏が大統領に就任した。彼は、

ノースダコタ州の先住民が強い反対を示していたダコタ・

アクセス・パイプラインの工事再開を就任後すぐに指示し

た。アラスカ先住民の人々にとっても、ダコタ・アクセス・

パイプラインをめぐる一連の反対運動は無視できないもの

であったらしく、2016 年から 2017 年にかけて、アラスカ
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先住民の知人の間でもインターネット上を中心に反対運動

の様子が熱心に情報共有されていた。	

	 2017年 5月には、「グィッチン運営委員会」有志および

環境保全運動家が合衆国南西部のネヴァダ州とユタ州を訪

れ、各地で講演会や現地先住民コミュニティとの交流をお

こなっている。この取り組みは、トランプ政権における反・

環境主義的な動きに対応して、地域間での連帯を醸成する

ことを目指したものであると言える11)。	

	 2017年 9月の新聞報道によれば、すでに予見されている

ことではあったが、トランプ政権は ANWR 内の石油埋蔵
予想量を調べるために新規の調査に対する制限を解除する

方針であることがわかった 12)。反対派は、そのような調査

自体が環境に与えるインパクトが大きいことを指摘してい

る。現在の原油価格を考慮すると、調査に対する制限が解

除された場合でも、原油生産にむけた調査がすぐさま始ま

るかどうかは不透明であるが、反対派の巻き返しにむけた

動きはこれから強まるものと予想される。	

	 	

4．カリブー柵の復興 
	 グィッチンの人々が ANWR 内の石油開発にここまで強
く反対するのは、彼らが自身を「カリブーの民」として捉

えているからだ。井上敏昭によれば、石油開発への反対運

動の集会でも以下のような神話的な言説が述べられていた

という 2)。「『すべての生き物が同じ言葉をしゃべってい

たころ』カリブーとグィッチンは同じ民だった。それぞれ

が違った道に分かれたあとにも、カリブーはグィッチンの

心をもち続け、グィッチンはカリブーの心をもちつづけた」。	

	 グィッチンの人々は ANWR を「聖地」と表現する。上
述したように、彼らはカリブーやそれを支える大地との間

に「霊的」とも呼びうるようなつながりを感じている。私

がK氏とカリブー猟に出かけたときにも、カリブーや大地
とのつながりを実感するできごとがあった。K氏の家族と
私がキャンプをした場所では、毎晩、オーロラが見えた。

この時期には、白夜の名残で午後11時頃からオーロラが見

えるようになったと記憶する。丘の頂上の上空でエメラル

ドブルーと紫紺の光がたなびき始めると、K氏の家族たち
はその行き先を見守る。オーロラは先祖たちが踊りをして

いる姿であると考えられており、それを見ている人間の言

動によって動きを左右させると考えられている。K氏いわ
く、オーロラはカリブーの居場所を教えてくれることがあ

り、明日はその方角に行ってみるつもりだという。	

	 K氏がそう語った翌日、実際にカリブーがやってきたの
であるが、狩猟に成功した後にもカリブーとの関係は続く。

解体した後の肉を夜露や雨から守るため、私たちはブルー

シートを上にかぶせようとしていた。K氏は、以前の狩猟
者が残していった白骨化したカリブーの頭骨を拾い上げて、

重しとして利用した。その翌日から、天気が悪くなり雨が

降り出したのを見たK氏は、白骨化したカリブーの頭骨を
拾い上げるべきではなかったと述べた。以前、祖父から猟

場に置いてあるカリブーの頭骨に触ってはいけないと言わ

れていたが、そのタブーを破ったことが雨をもたらしたの

だという。	

	 これらの事例からわかることは、カリブー猟が単なる食

料獲得活動というだけではないことだ。むしろ、グィッチ

ンの生存に欠かせないものであるからこそ、カリブー猟は

さまざまな神話的言説や禁忌とも結びつく。カリブーがい

なくなってしまえば、グィッチンは大地とのつながりを

失ってしまう。そして、大地とのつながりを喪失すること

は、その上で生きてきた先祖とのつながりをないがしろに

してしまうことになる。カリブーがいなければ、グィッチ

ンは丘の上で寝泊まりすることもなくなるであろう。オー

ロラは村のなかでも見えるかもしれないが、先祖が踊る姿

に目を向け、メッセージを読み取ろうとする理由は半減し

てしまう。	

	 このような文脈を理解してはじめて、グィッチンの人々

が伝統的な狩猟で用いられてきたカリブー柵の復興に取り

組む理由が理解できる。2015年 8月6日付けの『ニュース

マイナー』紙オンライン版が報じるところによれば、グィッ

チンの人々はその夏にカリブー柵復興プロジェクトのため

の助成金を獲得した。アークティックビレッジの有志が労

働力を提供して、現存する柵や古老の記憶を頼りにカリ

ブー柵が再現された 13)。カリブー柵は、太古の昔から続く

グィッチンとカリブーのつながりを象徴するものであり、

それを再建しようとする試みはカリブーとのつながりを未

来にむけて維持しようとする決意の現れであるとも言える。	

	

５．石油時代のアラスカ先住民社会 
	 ここまで過去と現在におけるグィッチンとカリブーの関

係について報告してきた。最後に、これまでの論点を統合

しながら、石油時代のアラスカ先住民社会について考察し

ていきたい。	

	 現在のアラスカ先住民の生業は、石油経済のもとで大き

なジレンマを抱えている。石油開発が自然環境に深刻な被

害を与える可能性が潜在的に続く一方で、現在の状況下に

おいて生業活動を継続する上では石油経済とうまくつき合

わなければならない。バギーやモーターボート、スノーモー

ビルを動かすためには原油から精製されるガソリンが必要

であり、現在の生業活動はこれらの機械なしには成りたた

ない。これはK氏とおもむいたカリブー猟でも同様であっ
た。また、	開発業者が地元の雇用を実質的に優先する方

策を実施する場合、現金収入を得る方法が限られている村

にすむ先住民の人々にとって、石油開発は貴重な収入源と

もなり得る。	

	 このジレンマは究極的には混合経済が生み出したもので
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あると言える。自給自足の経済においては、獲物の再生産

を確実にすることが最優先の目標となる。だが、アラスカ

先住民が片足を踏み入れている現金経済において、地下資

源がもたらす莫大な利益は州政府や経済界の注目を浴びて

おり、税収が増えれば短期的には村の経済状況も好転する

と考えられる。現代のアラスカ先住民は、両者を天秤にか

けながら、それぞれの集団がみずからの進む道を決めてき

た。グィッチンにとって、それは石油開発への反対運動と

いう形をとった。	

	 こうした状況の中で、アラスカ先住民の村々では、生業

の再活性化を試みる取り組みが広くおこなわれているのは

興味深い。前章では、カリブー柵を再現する取り組みに言

及したが、アークティックビレッジから200キロメートル

ほど南にあるグィッチン集落ビーバー村でも「文化キャン

プ」が開催されている。2017年の例では、ビーバー村のあ

る古老がよく使っている漁撈キャンプ（図-4）を会場とし

て、6月〜7月の4週間にかけて地元の子供たちとアラスカ

大学生がグィッチンの文化について古老から学んだ。	

	

	

図-4	 漁撈キャンプ（2017年 8月著者撮影）	

	

	 著者が注目するのは、文化を学び直す活動をおこなう理

由として、「いずれ昔のような『白人の食べもの』がない

生活に戻るときがやってくる」という予言めいた表現が時

に使われることだ。まだ著者はグィッチンの人々からこの

表現を直接聞いたことはないが、同じく北方アサバスカ諸

語に含まれるコユコンやディチナニク（クスコクィム川上

流域）の人々からこのような表現を聞いたことがある。	

	 著者がアラスカ大学に在学していたときにクラスメイト

であったあるコユコン女性は、彼女の老母がよく「世の中

は近い将来またシンプルになる」と語っていたという。著

者の友人はフェアバンクスのダウンタウンでブティックを

経営しているが、母親の言葉を信じて「文化を学ぶことは

ゲームの一手先を行くことである」と語る。彼女が近所で

開催されるポトラッチの手伝いに行き、夏にはベリー摘み

に行くのにはこうした理由がある。また、アークティック

ビレッジから南西に700キロメートルほど離れたところに

あるニコライ村でも、あるディチナニクの古老は捕魚車（日

本では「インディアン水車」と呼ばれるがもともとはアメ

リカ人が持ち込んだものである）の作り方を子どもたちに

教えるワークショップをおこなう理由としてこの考え方を

挙げた。彼いわく「生き残る方法を知っていなければなら

なかった昔のような日々が戻って来るだろう」14)。	

	 生業の再活性化を目指す取り組みは、将来的に過去回帰

の状況が生じたときのための対策として位置付けられてい

るが、実際には、モーターボートやライフルなど非先住民

社会との接触以前には先住民文化のなかにはなかったもの

（＝自給自足的な過去の生活にはなかったもの）が利用さ

れている。意地悪な見方をすれば、これは混合経済に生き

ざるを得ないなかで混合経済の終焉を考えることのジレン

マから生じる矛盾とも言えるが、取り組みに参加する人々

はとくにそこを矛盾とは捉えていない。	

	 実際のところ、子どもたちが「文化キャンプ」で学ぶ、

狩猟・漁撈の技術、解体法、野生生物の生態は、完全に自

給自足的な「昔ながらの生活」においても十分役に立つだ

ろうし、生業の再活性化を目指す取り組みでは、以前には

よく利用されていたが、今ではあまり人が利用しなくなっ

た土地が会場となることが多い。その意味で、「文化キャ

ンプ」はすでに「昔ながらの生活」の防災訓練的な再来で

あるとも言える。	

	 アークティックビレッジにすむグィッチンの人々がカリ

ブー柵の復興をしたとき、「過去回帰」の考え方を念頭に

おいていたかどうかは定かではない。しかし、内陸アラス

カ先住民社会で語り継がれる「過去回帰」の言説は、石油

開発への反対運動に見られるグィッチンの姿勢とも共通す

る考え方を感じさせる。つまり、徹底的に対抗するか、表

面上は石油経済に飲み込まれたふりをする（＝「文化キャ

ンプ」に行くためにガソリンを燃やしてボートに乗る必要

がある）かの違いはあるが、どちらとも決定的な瞬間にお

いて「白人のやり方」を信用せず、野生生物との絆を生存

の立脚点として捉えている。これは彼らの歴史を考えれば

当然のことであるとも言える。内陸アラスカにおいて、「白

人」との交渉はたかだか150〜200年ほど前に始まったこと

である。少なくとも数千年の単位で続いてきた野生生物と

のつながりと比べて、いかにも皮相的である。むしろ、こ

れまで「白人」がもたらしたものの多くは、疫病から食べ

もの（ジャンクフード）まで、ろくなものではなかったと

いう彼らの歴史意識を鑑みれば「白人のやり方」に依存し

すぎることを疎う方が自然であるとも言える。	

	 アラスカ先住民の人々は、石油経済と正面きってぶつ

かったり、それをうまく乗りこなしたりしながら、生存の

立脚点である野生生物との絆を忘れない。石油経済や産業
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が悪いとやみくもに言っているのではない。経済的な理由

から、石油開発を求めるアラスカ州民も数多くいる。ただ、

石油時代のアラスカにおいて、ポスト石油時代を見据えて

狩猟と漁撈の腕を磨く先住民のあり方から著者は多くを学

んできたことは強調しておきたい。北極域の資源開発に経

済界の注目が集まるなか、「自給自足の生活に戻る日が来

る」などと言うと、戯言のように聞こえるかもしれない。

でも、それが「ゲームの一手先を行くことになるかもしれ

ない」。	
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